
プログルってなあに



○「算数」の「公倍数単元」「多角形単元」「平均値単元」を学び
ながら、楽しくプログラミングが体験できる教材です。

○45分間の授業での利用を想定し、指導案やワークシートも提供さ
れている実践的な教材です。

プログル プログルは「学校の授業ですぐに使える」ように設計されたプログラミング教材です

https://proguru.jp/



公倍数コース

小学校5年生の算数の単元である公倍数を学習することができる「公倍数
コース」です。1〜30までの数字をキャラクターに数えさせながら、「3で割り切
れる数」や「5で割り切れる数」のときに別の言葉を言わせたりするようなプロ
グラムを書かせていくことで、公倍数の性質に親しみながら、プログラミングの
基本要素である、「順次処理」「条件分岐」「繰り返し」の3つを身につけること
ができます。

みんなのコードHPより



課題番号

課題

プログラム実行画面
命令一覧

命令組み立て画面



ドラッグして命令を組んでいきます

①

②
「実行する」をクリックすると上の画面に実行結果が出ます。

③
うまくいけばこの画面になります。

違っていれば再挑戦



課題１０

1から30の数のうち、3と5の公倍数を言わせてみよう！

だんだん難しくなってきました。プログラミングの基本要素である
「順次処理」「条件分岐」「繰り返し」が出てきます。







多角形コース

小学校5年生の「算数」で取り扱う「多角形」を学びながら、プログラミングを
体験できる教材です。文部科学省の「次期学習指導要領」に準拠し、「キャラ
クターが図形を描く」といったプログラミングにより、多角形の性質について学
ぶことができます。上級編として、正方形や正三角形、書きたい図形を自由に
描けるシーンも用意しています。プログラミングの基本要素である「順次処理」
「繰り返し」の２つを身につけることができます。





平均値コース

小学校5年生の「算数」で取り扱う「平均値」は、いくつかの数量の合計を個数
で割って、ならして等しくし、大きさ（平均）を求める概念です。
本コースは、愛くるしいロボットキャラクター「グラミン」と一緒に、ラボ（研究所）
で飲料水の量や卵を重さを計るプログラミングを通じて、「平均値」の概念を学
びながら、プログラミングの基本要素である「順次処理」「条件分岐」「繰り返
し」の3つを身につけることができます。




